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　日産の調査研究から

免許保有者数は増加の一途を辿っているが、その要因
の一つは女性の免許保有率の増加である。同時に、女性
ドライバーが第一当事者の事故件数の増加も指摘される
ようになってきた1）。
本報告では、今後の交通環境、車両などでの事故防止
に向けた取り組みの参考とするため、「性別年齢層別にみ
た、走行距離あたりの事故件数」を用いて、女性ドライ
バーの関係する事故の特徴をあきらかにした。

１．はじめに
今回の分析のための事故データは、（財）交通事故総合
分析センターから提供していただいた1996年分の集計
値を用いた。また、走行距離データは、科学警察研究所
交通安全研究室の論文から引用させていただいた2）。女
性は昼間に事故を起こすことが多く、車の使い方をみて
も、昼間に運転することが多いと言われており1）、昼間
の事故データについて分析を行なった。

図１　性別 年齢層別 月間走行距離

図３　性別 年齢層別 車両相互事故

図２　性別 年齢層別 事故類型別

２．走行距離あたりでは、女性の方が
事故率が高い

月間走行距離（図１）は、どの年令層でも男性の方が長
い。しかし、男性は仕事に関係した運転が多いようで、
定年後の60歳代になると走行距離は半減する。女性にそ
れが見られないことから、女性の車の使い方は仕事より

私事に多いことが考えられる。

３．女性の事故は出合頭
自動車ドライバーが第一当事者の場合、車両相互事
故が84％（1996年値3））で一番多い。そこで、昼間の車
両相互事故を、事故類型別に集計したのが図３である。
男性は「出合頭」と「追突」が同じくらいであるのに対し
て、女性は「出合頭」が圧倒的に多い。

３３ 女性ドライバーの交通事故
女性ドライバーの事故の特徴
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年齢層別免許保有者数と月間走行距離から「年間総走
行距離」を計算し、距離あたりの事故件数を「事故率」と
した。図２をみると、走行距離あたりでは女性の方が事
故率が高い。今後は女性の免許保有者数が増加するので
（特に50歳以上で保有率が増加する）、事故件数も増加す
るのではないかと懸念される。
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図４　性別 年齢層別 法令違反（信号あり交差点）

４．信号のある交差点での事故
出合頭事故の92％（1996年値3））は、交差点で起きてい
る。女性に出合頭事故が多い要因を明らかにするため、
交差点での事故を分析した。

図５　性別 年齢層別 （信号なし交差点）

６．考察とまとめ
以上から、女性ドライバーに特徴的な事故をキーワー
ドにしたのが、表１である。これは「高齢ドライバー」の
キーワード（表２）と非常に良く似ている。高齢ドライ
バーについてはこのような特徴が出る原因を、加齢に伴
ない視界中の信号や標識を認識できなくなるせいではな
いかとしていた4）が、女性ドライバーは若いうちから特
徴が出ており、原因が違う可能性がある。

５．信号の無い交差点での事故
図５は、昼間の車両相互事故のうち、信号のない交差
点でのデータを男女別に集計したものである。女性の方
が事故率が高い。グラフは載せていないが、道路幅員別
の事故率をみると、女性は3.5m未満と3.5m以上5.5m未
満の道路に集中しており、信号のない比較的細い道路を
走るような用途が多いことを想起させる。

昼間の車両相互事故のうち、信号のある交差点での
データを、法令違反別に集計してみた（図４）。男性に比
べて女性は「信号無視」の高さが目立つ。また、行動類型
別に集計してみると、女性は男性に比べて「右折」の割合
が高い。

図６　 年齢層別 法令違反（信号なし交差点）

いずれにせよ、赤信号や停止線に対応した自動ブレー
キシステム等のITS技術は有効と思われる。
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「昼間」に「交差点」で
「直進（等速）」「右折」時に
「信号無視」「安全不確認」等を犯し
「自動車」に「出合頭」ぶつかる。

表１　女性ドライバーの事故のキーワード

表２　高齢ドライバーの事故のキーワード

「昼間」に「交差点」で
「直進（等速）」「右折」時に
「信号無視」「一時不停止」等を犯し
「自動車」に「出合頭」ぶつかる。


